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１．目的 

各地で竹林の放置や竹の繁茂が問題となっており、その問題解決の一環として竹材の利活
用推進が望まれている。本研究では、竹資源に対して高付加価値マテリアル利用を中心に、
バイオリファイナリーとして総合的に利用する技術を開発する。具体的には、ソーダ蒸解を
用いて竹をセルロース、ヘミセルロース、リグニン、抽出成分等に分離し、バイオリファイ
ナリーを構築する。また、得られた成分から高付加価値マテリアルを開発する。これによっ
て、未利用木質バイオマスとしての竹資源を有効に活用し、また竹の特性を活かしたマテリ

アルの開発により、新規需要の開拓を図る。 

 

２．全期間における研究成果の概要 

小課題１では竹をセルロース、ヘミセルロース、リグニンに分離するための最適なソーダ

蒸解条件を確立し、コスト試算を行った。セルロースナノファイバー原料となるパルプ製造

条件として、①前処理熱水抽出でデンプンを除去することでパルプ収率や脱リグニン性を改

善し、②活性アルカリ添加率 18％以下とすることでセルロース結晶形のⅡ型への変化を防止

し、③食品添加物へ適用可能とするためにアントラキノンを添加しない蒸解条件を確立した。

また、その処理コストはパルプ 1kg 当り約 13 円（原料費含まず）と概算された。また、蒸

解黒液中のヘミセルロースをほぼ全量回収できる技術を確立した。 
小課題２では１で得られた分離成分からターゲットの材料を得るための手法を確立した。

セルロースからは高アスペクト比の竹ナノファイバーを製造する方法を確立した。竹キシラ

ンについてはビフィズス菌増殖促進効果を確認し健康補助食品としての可能性を見出し、竹

リグニンからはコンクリート用化学混和剤が製造可能であることを実証した。加えて、竹か

らの減圧式マイクロ波水蒸気蒸留法で得られる抽出水が強力なインフルエンザウイルス不

活化活性や抗菌活性を有することを発見し、特許出願した。また、抽出残渣もアンモニア等

に対する優れた消臭特性が認められ、消臭素材等への応用可能性が明示された。 
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５．評価結果の概要 

竹抽出物や竹リグニンの利用では用途を見据えた検討がなされ、製品化に大きく近づいた

ことを評価する。また、竹に対する新たなソーダ蒸解法は木材への展開に繋がるものとして

興味深い。さらに、竹ナノファイバーにゲル化特性やカーボンナノチューブを分散させる効

果があることを見いだしたのは意義深い。今後は特性の発現機構を追究して、新規展開を目

指すことを期待している。 

 

６．評価において指摘された事項への対応 

竹を多面的に利用するシーズが得られたので、今後は産学官連携推進室と協力し都道府県

への情報提供や企業との共同研究などによる商品化等を目指す。また、より高付加価値製品

への原料供給を見据え、当研究で明らかになった機能が発現するメカニズムに関わる基礎研

究も継続して実施する。 

 


